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日本脳炎感受性調査実施都府県, 2007～2011年度
中和抗体価の測定は、各都府県の地方衛生研究所で実施されました。

年度 2007 2008 2009 2010 2011

東北 宮城県 宮城県 山形県 宮城県東北 宮城県 宮城県 山形県 宮城県

山形県 山形県

関東 茨城県関東 茨城県

東京都 東京都 東京都 東京都 東京都

中部 新潟県 新潟県 富山県 富山県 富山県

富山県 富山県 愛知県 愛知県 愛知県富山県 富山県 愛知県 愛知県 愛知県

愛知県 愛知県

近畿 三重県 三重県 三重県 三重県 三重県

京都府 大阪府 大阪府

大阪府 大阪府 大阪府

中国四国 山口県 山口県 山口県 山口県中国四国 山口県 山口県 山口県 山口県

愛媛県 愛媛県 愛媛県 愛媛県 愛媛県

九州沖縄 熊本県 熊本県 熊本県 熊本県 熊本県

沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県



追加解析を実施した項目追加解析を実施した項目

ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化– ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化

• 全国、東日本、西日本

生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定– 生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定

– ワクチン未接種者の抗体保有率から見た自然感染率と
推計患者発生数、推計後遺症発症者数、推計死亡者数

• 全国、東日本、西日本
注： 前回の委員会では東・中・西日本にわけて集計したが、東日本の調
査県が2県と少なかったため、東と西の２つに分類

注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが より現状に近い注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが、より現状に近い、
直近5年間の2007～2011年度調査より推計

注： 前回の委員会では、致命率を18％と仮定したが、今回は、年齢を考
慮して40歳未満の致命率9％を用いて推計



追加解析を実施した項目追加解析を実施した項目

ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化– ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化

• 全国、東日本、西日本

生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定– 生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定

– ワクチン未接種者の抗体保有率から見た自然感染率と
推計患者発生数、推計後遺症発症者数、推計死亡者数

• 全国、東日本、西日本
注： 前回の委員会では東・中・西日本にわけて集計したが、東日本の調
査県が2県と少なかったため、東と西の２つに分類

注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが より現状に近い注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが、より現状に近い、
直近5年間の2007～2011年度調査より推計

注： 前回の委員会では、致命率を18％と仮定したが、今回は、年齢を考
慮して40歳未満の致命率9％を用いて推計



※接種後経過年数が15年以上の群において、経過年数の分布に1期3回vs1期3回+2期（p=0.02）のみ有意差あり／Wilcoxon順位和検定
※2期には一部、3期を受けた者が含まれる



東日本東日本

※接種後経過年数が15年以上の群において、経過年数の分布に接種歴による差はみられなかった
※2期には一部、3期を受けた者が含まれる



西日本西日本

※接種後経過年数が15年以上の群において、経過年数の分布に1期3回vs1期3回+2期（p=0.02）と1期3回未満+2期vs1期3回+2期（p=0.04）
のみ有意差あり／Wilcoxon順位和検定
※2期には一部、3期を受けた者が含まれる



追加解析を実施した項目追加解析を実施した項目

ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化– ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化

• 全国、東日本、西日本

生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定– 生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定

– ワクチン未接種者の抗体保有率から見た自然感染率と
推計患者発生数、推計後遺症発症者数、推計死亡者数

• 全国、東日本、西日本
注： 前回の委員会では東・中・西日本にわけて集計したが、東日本の調
査県が2県と少なかったため、東と西の２つに分類

注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが より現状に近い注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが、より現状に近い、
直近5年間の2007～2011年度調査より推計

注： 前回の委員会では、致命率を18％と仮定したが、今回は、年齢を考
慮して40歳未満の致命率9％を用いて推計



生年別のJEVに対する生年別のJEVに対する
抗体陽性率の経年推定

• 目的：各生年群で、14歳から70歳までの抗体陽性率の経
年変化を推定する年変化を推定する。

• 対象：1972年度以降の感染症（伝染病）流行予測調査事
業報告から 14歳以上を対象とする業報告から、14歳以上を対象とする。

• 抗体陽性基準（調査年度によって下記のいずれか）

– 抗体価1：12以上あるいは抗体価1：10以上

• 推定方法：抗体陽性に対する多変量解析（Probit推定）

– 説明変数：性別、都道府県、生年（10歳刻み）、年齢

– 14歳時点での抗体陽性率を全年齢群で0.9と仮定



生年別のJEVに対する
抗体陽性率の経年推定
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追加解析を実施した項目追加解析を実施した項目

ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化– ワクチン接種回数別中和抗体保有率とその経年変化

• 全国、東日本、西日本

生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定– 生年別のJEVに対する抗体陽性率の経年推定

– ワクチン未接種者の抗体保有率から見た自然感染率と
推計患者発生数、推計後遺症発症者数、推計死亡者数

• 全国、東日本、西日本
注： 前回の委員会では東・中・西日本にわけて集計したが、東日本の調
査県が2県と少なかったため、東と西の２つに分類

注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが より現状に近い注： 前回の委員会では過去10年間から推計したが、より現状に近い、
直近5年間の2007～2011年度調査より推計

注： 前回の委員会では、致命率を18％と仮定したが、今回は、年齢を考
慮して40歳未満の致命率9％を用いて推計



日本脳炎の後遺症日本脳炎の後遺症
Textbook of Pediatric Infectious Diseases. Feigin
RD, Cherry JD, Demmler GJ, and Kaplan SL

麻痺

Prog Neurobiol. 2010 ;91(2):108-20. 
Overview: Japanese encephalitis.

• 麻痺

• 脱力

• 筋緊張の異常

• Encephalitis manifests with 
altered sensorium, seizures and 筋緊張 異常

• けいれん

• 運動失調

錐体外路運動障害

focal neurological deficit. 
• Acute flaccid paralysis may 

d t t i h ll• 錐体外路運動障害

• 脳波異常
occur due to anterior horn cell 
involvement. 

• A wide variety of movement
感染症の話：国立感染症研究所ウイルス第一部 高崎智彦

• A wide variety of movement 
disorders especially transient 
Parkinsonian features and

http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g1/k02_01/k02_0
1.html
• パーキンソン病様症状

• 痙攣 Parkinsonian features and 
dystonia (limb, axial, orofacial) 
are reported in 20-60% patients. 

• 痙攣

• 麻痺

• 精神発達遅滞

12
• 精神障害など









結果１
• 最終ワクチン接種から1515年以上経過年以上経過すると、1：10
以上の中和抗体陽性率は減少した以上の中和抗体陽性率は減少した。

– 1期3回未満： 51.0％（95％CI:37.3-64.7)

– 1期3回： 58.8％ （95％CI:42.3-75.4)

1期3回未満+2期 75 3％ （95％CI 65 7 85 0)– 1期3回未満+2期：75.3％ （95％CI:65.7-85.0)

– 1期3回+2期： 72.3％ （95％CI:59.6-85.1)

• 最終ワクチン接種からの経年変化をみると、自然
感染率が低い東日本の方が西日本より減少幅が東日本の方が西日本より減少幅が感染率が低い東日本の方が西日本より減少幅が東日本の方が西日本より減少幅が
大きかった大きかった。



結果2
•• 生年別生年別に抗体陽性率の経年変化を推計経年変化を推計
すると、

19501950年代以降年代以降に生まれた者では抗体陽性––19501950年代以降年代以降に生まれた者では抗体陽性
率は経年とともに減少経年とともに減少した率は経年 も 減少経年 も 減少した

–その傾向は若いほど顕著であった

––19801980年代生まれは特に顕著年代生まれは特に顕著であった

19401940年代以前年代以前に生まれた者では ほとんど––19401940年代以前年代以前に生まれた者では、ほとんど
経年変化が認められなかった経年変化が認められなかった



結果３結果３
• 2007～2011年度の感染症流行予測調査から、1～12歳で日本脳炎ワクチン

未接種者の内、1：10以上の抗体保有者を自然感染者と仮定すると、

––自然感染率自然感染率は、自然感染率自然感染率は、

• 東日本で1.0％（年間自然感染率0.3％）

• 西日本で7.6％（年間自然感染率1.9％）

• 全国平均4 1％（年間自然感染率1 0％）であり全国平均4.1％（年間自然感染率1.0％）であり、

地域差が認められた地域差が認められた。

制限：都市部と郊外では自然感染率が異なるというKonishi らの国内データがあるが、今回はこれらについては考慮できていない。制限：都市部と郊外では自然感染率が異なるというKonishi らの国内デ タがあるが、今回はこれらについては考慮できていない。



結果4
• 2007～2011年度の感染症流行予測調査から、1～12歳で日本脳炎ワクチン

未接種者の内、1：10以上の抗体保有者を自然感染者と仮定し、高崎らの報未接種者 、 抗体保有者を 然 染者 仮定 、高崎 報
告から発症率を0.1％とすると、

–ワクチン未接種者における年間推定発症者年間推定発症者は、ワクチン未接種者における年間推定発症者年間推定発症者は、

• 東日本では8人、西日本では43人、全国では59人で
あ たあった。

–全員がワクチンを接種しなかった場合の1～12歳での全員がワクチンを接種しなかった場合の 歳での
年間推定発症者年間推定発症者は、

東日本では30人 西日本では88人 全国では129人• 東日本では30人、西日本では88人、全国では129人
であった。

注：年齢毎に推計値を四捨五入しているため、全国の合計は東日本と西日本の合計になっていない。
制限： 都市部と郊外では自然感染率が異なるというKonishi らの国内データがあるが、今回はこれらについては考慮できていない。



結果５
• 2007～2011年度の感染症流行予測調査から、1～12歳で日本脳炎ワクチン

未接種者の内、1：10以上の抗体保有者を自然感染者と仮定し、高崎らの報
告から発症率を0.1％とし、Araiらの報告から後遺症率を44％とすると、

–ワクチン未接種者における年間推定後遺症発症者年間推定後遺症発症者は、ワクチン未接種者における年間推定後遺症発症者年間推定後遺症発症者は、

• 東日本では4人、西日本では19人、全国では26人で
あ たあった。

–全員がワクチンを接種しなかった場合の1～12歳での員 場
年間推定後遺症発症者年間推定後遺症発症者は、

東日本では13人 西日本では39人 全国では57人で• 東日本では13人、西日本では39人、全国では57人で
あった。

注：年齢毎に推計値を四捨五入しているため、全国の合計は東日本と西日本の合計になっていない。
制限：都市部と郊外では自然感染率が異なるというKonishi らの国内データがあるが、今回はこれらについては考慮できていない。



結果６
• 2007～2011年度の感染症流行予測調査から、1～12歳で日本脳炎ワクチン未接

種者の内、1：10以上の抗体保有者を自然感染者と仮定し、高崎らの報告から発
症率を0.1％とし、 Araiらの報告から40歳未満の発症者の致命率を9％とすると
（全年齢でみると、致命率は18％）、

ワクチン未接種者における年間推定死亡者数年間推定死亡者数は• ワクチン未接種者における年間推定死亡者数年間推定死亡者数は、

–東日本では0人、西日本では2人、全国では4人
であった。

全員がワクチンを接種しなかった場合の1～12歳• 全員がワクチンを接種しなかった場合の1～12歳
での年間推定死亡者数年間推定死亡者数は、

–東日本では3人、西日本では9人、全国では13人
であった。であった。

注：年齢毎に推計値を四捨五入しているため、全国の合計は東日本と西日本の合計になっていない。
制限： 都市部と郊外では自然感染率が異なるというKonishi らの国内データがあるが、今回はこれらについては考慮できていない。



参考資料
2000 2011年度の調査で2000-2011年度の調査で
自然感染率を推計した場合








